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市長・市議会議長新春のごあいさつ



２０１3新年のごあいさつ
由布市議会 議長

生 野  征 平
由布市長

首 藤  奉 文

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
由
布
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ま
た
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
挾
間
町
・
庄
内
町
・
湯
布
院
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生

い
た
し
ま
し
た
由
布
市
は
、
市
政
発
足
か
ら
８
年
目
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
、
由
布
市
に

関
わ
る
す
べ
て
の
方
々
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
行
財
政
の

一
層
の
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
整
備

を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
対
策
、
小
規
模
集
落
対
策
、
観
光
振

興
な
ど
「
由
布
市
総
合
計
画
」
に
沿
い
ま
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
、
子
育
て
支
援
、

地
域
の
活
性
化
、
そ
し
て
組
織
再
編
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て
お
り
ま
す

「
融
和
」「
協
働
」
の
理
念
の
も
と
、
由
布
市
が
さ
ら
に
「
発
展
」

い
た
し
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
初
心
に
立
ち
返
り
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
平
和
で
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願

い
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
が
健
康
で
、
そ
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
、

心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
湯
布
院
町
岳
本
地
区
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
改
め
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
危
機
管
理
体

制
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、
開
か
れ
た
議

会
と
活
力
あ
る
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
は

そ
の
一
環
と
し
て
市
内
３
会
場
で
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く
中
、
厳
し

い
ご
意
見
や
貴
重
な
提
言
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意

見
等
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
も
、
よ
り
身
近
な
議
会
、
開

か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
、
市
議
会
の
改
革
・
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
民
の
代
表

者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
議
会
の
あ
り
方
を
問
う
重
要
な
年

で
あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
、
地
方
主
権
時
代
を
迎
え
、
議
員
自

ら
の
意
識
改
革
と
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
、
議
会
お
よ
び
議
員
の
活
動
原
則
等
の
基
本
的
事
項

を
定
め
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
も
、
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

市報ゆふ 2013.１ ②◀



最後のワークショップが無事終了！
いざ！計画の実行へ

地域のことは自分たちで

問い合わせ●総合政策課（庄内庁舎）　☎097–582–1111（内線 227）

由布市コミュニティ事業通信 vol.3

▲班代表者によるアイデアの発表（幸野）

由
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
は
？

　
行
政
が
住
民

の
方
々
の
共
通

認
識
や
合
意
形

成
づ
く
り
を

支
援
し
な
が
ら
、

住
民
の
方
々
が

主
体
と
な
っ
て
地
域
の
諸
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
、
絆
や

連
帯
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

事
業
で
す
。

　

ま
た
、
３
年
間
の
事
業
で
あ
る
本
事
業

は
、
１
年
目
の
前
半
で
合
計
４
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
地
区
の
振
興
計
画

づ
く
り
を
行
い
、
１
年
目
の
後
半
か
ら
２

年
目
、
３
年
目
に
わ
た
っ
て
計
画
実
現
に

向
け
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
年
目
と
３
年
目
の
終
わ
り

に
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
お
よ
び

評
価
し
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

実
施
地
区
に
は
、
３
年
間
で
合
計
７
０
万

円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
か
ら
市
内
３
地
区

（
庄
内
町
：
猪
野
竹
ノ
下
地
区
、

湯
布
院
町
：
幸
野
地
区
お
よ
び

塚
原
地
区
）
で
実
施
し
て
い
る

由
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
の

底
力
再
生
）
事
業
が
、
11
月
の

最
終
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
通
信
で
は
、
第
３
回

目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
最
後

と
な
っ
た
第
４
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を
報
告
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
完
成
し
た
各
地
区
の
振
興
計

画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
10
月
６
日
か
ら
10
月
28

日
に
か
け
て
各
地
区
で
行
わ
れ
、

第
１
回
目
お
よ
び
第
２
回
目

で
出
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
集
約
し
、
実
現
に

向
け
て
具
体
的
に
何
が
で

き
る
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
ご
と
に
各
班
に
分

か
れ
て
、
我
が
地
区
の
将

来
の
た
め
、
参
加
者
た
ち

は
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
16
日
か
ら

11
月
25
日
に
か
け
て
、
各

地
区
で
第
４
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
３
回
目
の
結
果
を
受
け
て
、
は

じ
め
に
テ
ー
マ
ご
と
に
事
業
を
短
期
か
ら

長
期
の
時
間
軸
に
分
け
て
、実
際
に
誰
が
・

い
つ
・
ど
の
よ
う
に
し
て
行
う
の
か
推
進

体
制
を
協
議
。
そ
の
後
、
全
体
目
標
と
な

る
地
区
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、
参
加

者
全
員
の
投
票
に
よ
り
決
定
し
て
、
班
ご

と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
完
成
し
た
計
画
を
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
計
画
を
実

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▶
毎
回
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た

（
猪
野
竹
ノ
下
）

▶
良
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に一
票
！（
塚
原
）
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完成した各地区の振興計画をご紹介します！
塚 原 地 区 幸 野 地 区 猪 野 竹 ノ 下 地 区

自然と伝統
絆を活かしたふるさと作り
1班 自然あふれる猪野竹ノ下めぐり

歴史・地域資源を生かした
猪野竹ノ下づくり

猪野竹ノ下めぐり
（案内板作成・設置、パンフレットの作成）
自然を満喫

（ウォーキング・森林浴コース作る）
ホタル・自然を守る（草刈りなど）

すぐに
取り組む計画

案内板作成　設置
パンフレット作成
ウォーキングコース（森林浴）を作る

重点計画
案内板作成
再発見ＰＲ
ウォーキングコース作成

長期的に
取り組む計画

ホタル環境の整備
滝周辺の整備（トンネル）

【チーム名：え～とこ探そう☆】

2班 自然と伝統を生かした村づくり
地域間交流を生かした

猪野竹ノ下づくり

自然を生かした魅力づくり
（共有地に桜公園、動物園を作る）
お祭りを生かした魅力づくり

（お大師様・天神様・稲荷様）
農産物を生かした魅力づくり

（販売所・特産品・野菜づくり）

すぐに
取り組む計画

桜の植栽（猪野原を桜公園に）
ふるさとの魅力を活かしたイベント　
食、ホタル、農産物、交流

重点計画
野菜づくり講習会、料理講習会
若者参加を呼びかける
天神様、稲荷様の整備

長期的に
取り組む計画

販売所の設置、
既存のお祭りの継承

【チーム名：花咲かせ隊】

3班 猪野竹ノ下安全安心の集落づくり
生活利便性の向上を目指した

猪野竹ノ下づくり

猪野竹ノ下安全安心プロジェクト
( 危険場所のマップ作成、防災訓練実施）

猪野竹ノ下環境プロジェクト
( ゴミ捨て・空き缶ポイ捨ての注意板作成 )

すぐに
取り組む計画

ゴミ捨て・空缶ポイ捨ての注意板をつ
くる

重点計画 猪野竹ノ下危険箇所のマップの作成
防災プランの作成

長期的に
取り組む計画 防災訓練の実施

【チーム名：安全安心の集落づくり】

心をひとつに
幸野未来創造！

A 班 幸せの湯 未来 創造図
共同温泉を生かした

幸野づくり

幸せの湯環境整備
（空地に桜植樹、公園整備）
幸せの湯温泉ＰＲ

（ワンコイン化、マスコミＰＲ）
幸せの湯未来想像図

（花見の開催、スポーツ）

すぐに
取り組む計画

植栽（家族の木）
グランドゴルフ場整備

（ゲートボール）

重点計画 温泉周辺の環境整備

長期的に
取り組む計画 農産物販売所整備

【チーム名：「幸せの湯」未来創造】

B班 尾子岳（まんじゅう山）に登山道
自然環境を生かした

幸野づくり
日本一の山桜の里つくりに協賛
幸野アメニティに協賛
農地・水保全管理事業に協賛
史跡マップづくり
鍋倉川水辺環境整備、
花いっぱい運動
まんじゅう山プロジェクト

すぐに
取り組む計画

太古の大穴調査
史跡マップの作成

重点計画
尾子岳に登山道
→道しるべづくり
マンジュシャゲ

長期的に
取り組む計画 山桜の植樹

【チーム名：まんじゅう山探検隊！】

C班 幸野生活しやすい環境づくり
生活利便性の向上を目指した

幸野づくり

金比羅山を広める（維持管理）
水地線の道が狭い（離合所をつくる）
幸野コンビニ作戦
市道中川線改良整備
幸野の魅力ＰＲ作戦

すぐに
取り組む計画 金比羅宮の清掃

重点計画
金比羅宮の PR
金比羅宮の整備
水地線の離合所（参道も含む）

長期的に
取り組む計画 コンビニ作戦

【チーム名：幸野よかろう会】

日本で最も美しい村
塚原

塚原の宝発見プロジェクト
自然環境を生かした

塚原づくり

第一次産業の活性化（観光と農業）
自然を生かした産業開発（天体観測等）
塚原の宝発見プロジェクト
向山ウォーキング周遊コースの整備

すぐに
取り組む計画

塚原の宝発見プロジェクト
→霧島神社を中心に “宮の駅” 構想を
練る！

重点計画 宮の駅プロジェクト（実行）
→農産物の直販、芸能発表、水、甘酒

長期的に
取り組む計画

向山周辺に遊歩道を！
塚を整備する（99 ヵ所）
インターを起点としたアイデアを
スポーツ運動公園

【チーム名：“宮の駅” 構想チーム】

塚原の輪はひとつ！！
地域交流を生かした

塚原づくり

伝統文化の継承（一人ひとりの自覚）
塚原みなこい祭り（内なる芸発表）
みんなが集う場所

すぐに
取り組む計画 塚原みなこい祭りの実施

重点計画 伝承文化保存会による継承

長期的に
取り組む計画 みんなが集う場所づくり

【チーム名：今昔の風】

みな来い恋塚原
生活の利便性の向上を目指した

塚原づくり

みなこい道路（スマートインター）
塚の駅
安全安心塚原（防災対策）
すみよい塚原
道路の整備

すぐに
取り組む計画

塚原地区のハザードマップ作成
防災・防犯研修

重点計画 山の駅整備
( 出入口周辺の集える場所づくり）

長期的に
取り組む計画

「塚」プロジェクト
①塚原のオリジナルソングをみんなで
つくる！！
②九十九塚の民話伝承

【チーム名：みな来い恋塚原】

地域づくりは
これからです！

輝く地域を目指して
頑張ってください！
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　１１月２５日には、朴木地区で収穫祭が行われ、晴天の中、多くの地域住民が参加しました。朴木小学
校の閉校に伴って規模を縮小していた収穫祭ですが、由布コミュニティ事業の助成もあり、盛大に開催。
当日は餅つき大会から始まり、
旧朴木小学校講堂ステージで
は、笑劇団あっちゅうまの演
劇やのど自慢大会などさまざ
まな催しが行われました。ま
た、特設テントでは農産物の
直売やわた菓子作りなども行
われ、参加者らは秋の恵みを
堪能していました。

事業実施地区の取り組みをご紹介します（一例）

『由布コミュニティシンポジウム』を開催します！

1年目 秋の味覚を堪能！
幸野地区産業祭

２年目 秋の実りに感謝して 朴木地区収穫祭

コミュニティな一日！ “YUFUコミュニティ×ゆふいんラヂオ”

入場無料ですので、
ぜひお越しください！

　１１月２３日、幸野地区で毎年恒例の産業文
化祭が開催されました。当日は、農産物品評会
をはじめ、この日に合わせて地区の子どもたち
が描いた絵の展示や地元消防団による焼き鳥、
おでん、幸野地区より豚汁、おにぎりなどが振
る舞われました。また、由布コミュニティ事業
の助成を受けて、今年は湯平子供神楽も奉納さ
れ、多くの地域住民が祭りを楽しみました。

　毎年開催していたフォーラムYUFUを改め、今年度は由布コミュニティシンポジウムを開催します。
　基調講演をはじめ、由布コミュニティ（地域の底力再生）事業を実践している地区の事例発表や各団
体代表者らによるパネルディスカッションなどを通じて、市内コミュ
ニティ組織の役割とこれからのあり方などを考えます。
　また、今回はラジオを通じて地域社会に貢献している株式会社ゆふ
いんラヂオ局と協働で開催します。
　“地域コミュニティ”について、一緒に考えてみませんか？

【日時】２月２日㈯ 午後２時～午後４時30分
【場所】はさま未来館・３階大ホール
【内容】●基調講演　演題：地域におけるコミュニティ放送の役割　
　　　　　　　　　　講師：㈱ゆふいんラヂオ局　局長　梅本　靖之　氏
　　　　●事例発表　事業実施地区代表者
　　　　●講評　　　由布コミュニティ（地域の底力再生）事業アドバイザー　
　　　　　　　　　　大分大学　産学官連携推進機構　准教授　井上　昌美　氏
　　　　●パネルディスカッション　テーマ：これからのコミュニティ組織の可能性　各団体代表者
 ※当日の様子は、後日ゆふいんラヂオ局で放送予定。　主催：由布市　後援：㈱ゆふいんラヂオ局

◀品評会には６５点出品されました。

▲勇壮な陣屋太鼓の演奏▲地元出身者によるフラダンス披露
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●
物
品（
委
託
）な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
、
3
月
15
日
ま
で
に

　
平
成
25
年
度
に
、
由
布
市
が
発
注

す
る
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買

い
入
れ
、
製
造
の
請
負
（
工
事
を
除

く
）
、
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争

入
札
（
見
積
も
り
）
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
受
け
付
け

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
２
月
に
「
平
成

24
・
25
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
」
を

提
出
し
て
い

る
場
合
、
今

回
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
受
付
期
間

　
2
月
1
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

 

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
場
所　
契
約
管
理
課

 　
　
　
　
　
（
庄
内
庁
舎
2
階
）

◆
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

 　
　
　
　
　
（
3
月
15
日
必
着
）

●
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
は
、
2
月
28
日
ま
で
に

　
平
成
25
・
26
年
度
に
、
由
布
市
が

発
注
す
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
２
月
に
「
平
成
24
・

25
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」
を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間

　
2
月
1
日
㈮
〜
2
月
28
日
㈭

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
受
付
場
所　
契
約
管
理
課

 　
　
　
　
　
（
庄
内
庁
舎
2
階
）

◆
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

　
　
　
　
　

 

（
2
月
28
日
必
着
）

※
申
請
手
続
き
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
各
種
要
綱
、
様
式
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
契
約
管
理
課
ま

で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
お
渡
し
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
◆
契
約
管
理
課 

☎
０
９
７
ー
５
８
2
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

http://city.yufu.oita.jp/
　
由
布
市
と
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
震
、
風
水
害
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
時
に
、
迅
速
か
つ
効
率
的

に
被
災
者
に
対
す
る
生
活
支
援
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
由
布
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運
営

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
災
害
時
は
日
常
が
支
え

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
災
害
に
対
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
や
事
業

所
、
団
体
な
ど
が
、
日
常
ど
ん
な
心
構
え

や
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
を
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、
市
民
交
流
会
を
開

「
災
害
時
は
日
常
が
支
え
る
」

催
し
ま
す
。

●
日
時　
２
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場
所　
庄
内
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●
主
催　
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会 

●
共
催　
由
布
市 

●
協
力　
お
お
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

●
講
師　
村
野 

淳
子 

さ
ん

 

（
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会 

専
門
員
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
由
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

２
７
５
６ 

平
成
24
年
度
由
布
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
会

入場
無料

　

12
月
８
日
、
は
さ
ま
未
来
館
で
第
８
回
「
い
の

ち
の
循
環
を
大
切
に
す
る
市
民
の
集
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
人
権
作
文
や
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
表
彰
と
最
優
秀
作
品
の
朗
読
に
続
い
て
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
の
岩
尾
幸
美
氏
が
「
目
標
☆
出
会
い
☆
夢
の
実

現
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
挾

間
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披
露
し
、
心

を
一
つ
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
音
楽

で
表
現
し
ま
し
た
。
お
互
い
を
支
え
合

い
、
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気

付
か
さ
れ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

「
い
の
ち
の
循
環
を
大
切
に
す
る
市
民
の
集
い
」を
開
催

◀講演する岩尾幸美氏
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市県民税の申告・確定申告相談日
申告相談内容 申告会場 申告日 ( 期間 ) 受付時間

年金収入のみの方　　　
　（国民年金・厚生年金・
共済年金等）

庄内庁舎 3 階大会議室 ２月12日㈫

午前の部
午前９時〜11時

午後の部
午後１時〜４時

湯布院コミュニティセンター ２月15日㈮
挾間庁舎 4 階大会議室 ２月13日㈬・14日㈭

市県民税
確定申告

挾間庁舎 4 階大会議室
２月18日㈪〜３月15日㈮

（土日・祝日を除く）庄内庁舎 3 階大会議室
湯布院コミュニティセンター

税理士による無料申告相
談（南九州税理士会より
税理士が派遣されます。）

挾間庁舎 4 階大会議室 ２月18日㈪〜２月22日㈮
庄内庁舎 3 階大会議室 ２月20日㈬〜２月22日㈮
湯布院コミュニティセンター ２月20日㈬〜２月22日㈮

※休日開設日　３月３日㈰
※挾間申告会場は、挾間庁舎４階大会議室で開設します。（はさま未来館では、開設しませんのでご

注意ください。）
※災害による雑損控除の相談は、税理士による無料申告相談日に実施します。
問い合わせ●税務課市民税係（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線145・146）

税の申告はお早めに

※確定申告における用紙等は税務署や市役所窓口に用意していますが、国税庁ホームページからもダ
ウンロードできます。

問い合わせ●大分税務署　 ☎097-532-4171（自動音声案内）

●自宅で申告書を作成できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面案内に従
って金額等を入力することにより、確定申告書等を作成することができます。
税務署へは、①電子申告（e-Tax）でデータを送信、または②印刷して提出
のいずれかにより申告できます。

　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）やe-Taxホームページ（http://
www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

●申告書を郵送する場合
大分税務署（〒870-8616　大分中央郵便局私書箱16号）
※申告書の控えに収受日付印が必要な場合は、控えと切手を貼付した返信用封筒を同封してく

ださい（税務署の文書収受箱へ投函する場合も同様です）。
　なお、後日、申告書の控えのみをお持ちいただいても、収受日付印は押印できませんのでご

注意ください。

昨年まで弁天大橋下に専用駐車場を設けていましたが、
今年は工事のため利用できません。
なお、臨時駐車場として旧法務局跡地を利用できます
が、確定申告会場まで約１ｋｍありますので、できる
だけ公共交通機関（バス停：舞鶴町）をご利用ください。

▲

確定申告会場

臨時駐車場
（旧法務局跡地）

平成24年分所得税等確定申告のご案内
場所：確定申告会場（大分商工会議所ビル６階）
※確定申告に関するお問い合わせは大分税務署へ。
◆所得税・消費税（個人事業者）・贈与税の申告相談と受付
　期間　２月18日㈪〜３月15日㈮

※休日開設日　２月24日㈰および３月３日㈰
　受付時間　午前９時〜午後４時
※大分税務署内には確定申告会場は開設しておりません。
※確定申告会場に関するお問い合わせは、大分税務署（☎097-

532-4171：自動音声案内）へお願いします。
 （大分商工会議所へのお問い合わせはご遠慮ください）
◆税理士会大分支部による確定申告無料相談
 （給与・年金所得者を対象）と受け付け
　期間　２月８日㈮〜２月15日㈮　※土日・祝日を除く
　受付時間　午前９時〜午前11時、午後１時〜午後３時まで
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「税についての作文」表彰式が行われました

◆
由
布
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

人
の
命
を
守
る
税

由
布
市
立
湯
布
院
中
学
校
三
年　
山
本　
あ
か
り

　
今
年
の
夏
、
大
分
県
で
は
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
土
砂
く
ず
れ
の
中
か
ら
人

を
探
し
出
す
、消
防
の
方
々
が
目
に
映
り
ま
し
た
。私
は
そ
の
時
、

ふ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
消
防
の
方
々
は
、

ど
こ
か
ら
、
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
、

災
害
の
復
旧
費
は
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
は
以
前
、
災
害

の
あ
っ
た
所
に
募
金
を
し
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
足
り

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
を
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
答

え
を
く
れ
た
の
が
、
租
税
教
室
で
し
た
。

　
租
税
教
室
で
は
、
税
務
署
の
方
が
来
て
く
れ
、
税
に
つ
い
て
の
授
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
税
に
つ
い
て
、
と
て
も
か
た
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
私
達
に
は
、
ま
だ
関
係
の
な

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
は
間
違
い
で
、
税
は
私
達
に
も
、
と
て

も
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
特
に
驚
い
た
こ
と
は
、
税
に
も
た
く
さ
ん
の
種

類
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
土
木
費
や
警
察
費
、
私
達
に
特
に
関
係
性
の
あ
る
教
育
費
に

は
た
く
さ
ん
の
税
が
支
払
わ
れ
て
い
て
、
私
達
が
、
今
こ
う
し
て
学
校
に
行
け
る
の
は
、
税
の

お
か
げ
な
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
消
防
費
、
災
害
復
旧
費
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
話
を
聞
い
て
い
く
内
に
、
自
分
の
疑
問
点
と
つ
な
が
る
事
に

気
づ
き
ま
し
た
。
消
防
の
方
々
の
給
料
、
災
害
の
復
旧
費
は
税
金
で
支
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
税
金
は
、
国
民
が
商
品
な
ど
を
買
う
と
き
に
納
め
る
税

と
い
う
こ
と
で
、
私
達
も
、
災
害
の
復
旧
の
た
め
に
、
力
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
普
段
、
何
げ
な
く
商
品
を
買
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
人
の
た
め
に
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
少
し
、
税
金
に
対
す
る
見
方
を
考
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
私
達
の
税
金
は
、
私
達
が
生
活
す
る
の
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
租
税
教
室
を
受
け
て
初
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
税
は
、
前
の
私
の

よ
う
に
か
た
苦
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
税
が
な
け
れ
ば
、
私
達
は
生
活
で
き
な
い
し
、
災
害
や
、
病
気
で
い
き
な
り
倒
れ
た

と
き
に
救
急
車
に
も
お
金
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
税
は
、
人
の
命
を
守
り
、
生

活
を
守
る
、
私
達
の
身
近
な
存
在
で
す
。
自
分
達
に
も
っ
と
も
関
係
の
あ
る
税
を
、
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
社
会
を
よ
り
よ
い
も
の
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、今
の
私
達
の
世
代
か
ら
、よ
り
多
く
の
税
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
貢
け
ん
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
も
、
こ
れ
か
ら

は
常
に
自
分
の
回
り
に
あ
る
税
に
つ
い
て
、
も
っ
と
深
く
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
由
布
市
長
賞

税
の
大
切
さ

由
布
市
立
挾
間
中
学
校
三
年　
中
野　
葉
月

　
私
は
、
今
回
「
税
」
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
あ

ま
り
自
分
が
税
金
に
つ
い
て
知
ら
な
い
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
家
族
に
、

「
税
金
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ち
ょ
ん
の
か
な
。」

と
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
税
金
は
、
九
州
北
部
豪
雨
と
か
の
復
興
に
も
利
用
さ
れ
ち
ょ
ん
の
で
。」

と
、
言
っ
た
父
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
大
雨
洪
水
警
報
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
土
砂

が
家
に
流
れ
込
ん
で
来
て
い
た
り
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
移
動
す
る
人
た
ち
の
様
子
が
連
日
放
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
福
岡
県
な
ど
近
く
の
都
市
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
大
分
県
の

竹
田
市
な
ど
で
も
大
雨
が
降
り
続
き
、
被
害
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
を
通

し
て
見
る
そ
の
光
景
は
ど
こ
か
、
別
の
世
界
の
事
を
見
て
い
る
様
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
の
新

聞
の
一
面
の
「
由
布
院
金
鱗
湖
氾
濫
」
の
文
字
が
、
私
の
目
の
中
に
飛
び
こ
ん
で
来
ま
し
た
。
大
き

く
載
せ
ら
れ
た
そ
の
写
真
は
、
今
ま
で
私
の
見
た
事
が
な
い
光
景
で
し
た
。
そ
の
時
、
今
ま
で
沸
か

な
か
っ
た
実
感
が
急
に
沸
い
て
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
大
豪
雨
は
「
九
州
北
部
豪
雨
」
と
し
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
テ
レ
ビ
で
は
復
興
の
様
子
が
放
送
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
こ
ん
な
に
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
に
何
も
で
き
な
い
こ
と
に
自
分
の
無
力
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
税
金
に
は
い
ろ
い
ろ
な
税
金
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
や
消
費
税
が
、
な
じ
み
の
あ
る
税
金
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
消
費
税
は
消
費
者
の
全
て
が
納
め
る
税
金
で
す
。
だ
か
ら
、
納
め
ら
れ
た
税

金
の
一
部
が
、
復
興
に
使
用
さ
れ
れ
ば
現
地
で
作
業
を
さ
れ
て
い
る
者
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
少

し
だ
け
復
興
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
、
消
費
税
が
２
０
１
４
年
ま
で
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
１
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上

げ
ら
れ
る
法
案
が
国
会
で
可
決
し
ま
し
た
。
消
費
税
が
上
が
る
事
に
よ
っ
て
、
国
の
収
入
は
増
加
し

ま
す
。
そ
の
増
加
し
た
分
の
税
金
を
ど
こ
で
使
う
か
が
、
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
災
害
大

国
日
本
で
は
、
毎
年
規
模
の
大
小
は
あ
り
ま
す
が
何
ら
か
の
災
害
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん

な
時
に
全
て
の
国
民
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
を
復
興
の
財
源
や
そ
れ
ら
の
医
療
現
場
な
ど
の
費
用
に

使
っ
て
も
ら
え
ば
、
納
め
た
人
た
ち
も
他
人
事
の
様
に
は
な
ら
な
く
な
る
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
他
の
ど
ん
な
使
わ
れ
方
よ
り
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
が
納
め
た
税
金
を
国
民
の
た
め
に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
国
税
庁
お
よ
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
共
催
の
も
と
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
挾
間
中
学
校
3
年

生
の
中
野
葉
月
さ
ん
が
由
布
市
長
賞
を
、
湯
布
院
中
学
校
3
年
生
の
山
本
あ
か
り
さ
ん
が
由
布
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
2
人
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

※
原
文
の
ま
ま
掲
載
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確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
（
平
成
24

年
中
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
額
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
・
介
護
保

険
料
額
の
証
明
書
）
は
、
１
月
中
旬
に
郵
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
対
象
者
の
方
で
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
さ
れ
た
保
険

税
・
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
各
年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
証
明
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
保
険
課
保
険
係　
☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１
（
内
線
３
３
２
・
３
３
３) 

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
健
康
増
進
課
介
護
保
険
係　
☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１
（
内
線
３
５
３) 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

送
付
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
受
診
券
の
有
効
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
本
年
度
特
定
健
診
ま
た
は
そ
れ

に
相
当
す
る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
健
康
診
査
受
診
券

◆
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
０
９
７

−

５
３
４

−

１
７
７
１
（
代
表
）

　
保
険
課
（
湯
布
院
庁
舎
） 

☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

　
会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
が
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
を
「
償
却
資
産
」
と
い

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
償
却
資
産
の
具
体
例

資
産
の
種
類

主
な
償
却
資
産
の
例
示

構
築
物

舗
装
路
面
、
広
告
塔
、
門
、
塀
な
ど

機
械
お
よ
び
装
置
各
種
製
造
設
備
等
の
機
械
お
よ
び
装
置
な
ど

船
舶
・
航
空
機

船
・
飛
行
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

車
両
お
よ
び
運
搬

具

大
型
特
殊
車
両
、
構
内
運
搬
車
な
ど

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
者
は
除
く
。

工
具
、
器
具
お
よ

び
備
品

事
務
用
機
器
（
複
写
機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）、
エ
ア
コ
ン
、
陳

列
ケ
ー
ス
、
医
療
用
機
器
、
自
動
販
売
機
な
ど

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
の
「
償
却
資
産
」
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
ま
で

に
、
平
成
25
年
度
申
告
書
と
し
て
税
務
課
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
資
産
税
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
４
１
・
１
４
３
）

　

電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
お
よ
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
行
政
手
続
き
を
行
う
際
に
、
本
人
確
認
の
役
割
を
果
た
す

も
の
で
す
。

　
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３
年
で
す
。
期
限
間
近
の
方
や

す
で
に
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
に
は
本
人
確
認
用
書
類
の
ほ
か
、
発
行
手
数

料
が
必
要
で
す
。

「
償
却
資
産
の
申
告
」
は
お
早
め
に

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

税務課（庄内庁舎）
☎097-582-1111（内線147）
市民課（庄内庁舎）
☎097-582-1111（内線152）
公的個人認証サービスポータルサイト
http://www.jpki.go.jp/

問
い
合
わ
せ
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平成24年度教室ご紹介

健康バランス教室
開催日・会場

時　　間 午前９時～午前11時30分（受付 午前８時40分～）
※ 各会場共通

開催日 会　場 申込締切

２月１日㈮ 庄　内 ▶ 庄内保健センター １月 25 日㈮
２月４日㈪ 挾　間 ▶ はさま未来館健康センター １月 29 日㈫
２月８日㈮ 湯布院 ▶ コミュニティセンター学習室 ２月５日㈫

Q1　ヘモグロビン A1c を正常値に
　　  近づけるには？　
Q2　血圧を正常血圧に近づけるには？
Q3　中性脂肪を正常値に近づけるには？
Q4　ＬＤＬ・ＨＤＬコレステロールを正常値に
　　  近づけるには？

そんな問題の解決方法
運動と食事のポイントを

紹介します！

無料で専門の先生の講義が受けられ
自分の健康の向上を考える良い機会です。

皆さんの参加をお待ちしています！

運動編
効率的にエネルギー消費する
お得な運動実践方法
歩き方・ストレッチ・筋力トレーニング・

有酸素運動などの効果的な方法が学べます。

講　師
大分県地域成人病健診センター
運動指導士　長野　政康　氏

食事編
血糖値を下げ代謝を良くする
お得な食事実践方法
結婚式でたくさん食べたけど…

バイキングにいきたいけど…

バランスの良い食事とは？など、

日常の疑問にお答えします。

講　師
大分県栄養士会

管理栄養士　溝邊　淑子　氏

【申込先・問い合わせ】
　庄　内：庄内保健センター	 ☎ 097-582-1111（内線 500）
　挾　間：挾間健康センター	 ☎ 097-583-1111（内線 2120）
　湯布院：健康増進課		 ☎ 0977-84-3111（内線 365）

参加には申し込み
が必要です。
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平成24年度由布市キャンペーンレディ
髙倉佳乃さん（左）、阿南幸佳さん（右）

たくさんの人と
直接お話をして由布市を
知ってもらえることが

うれしいです。
とても楽しく貴重な
体験ができますよ。

募集人員◆２人
活動期間◆１年間
応募資格◆次の条件に該当する方

・年齢満18歳以上の女性。（学生を除く）
・市内に在住または、市内の事業所等に勤務している方。
・１年間に20日程度、市や観光協会等の行事（祭り・テレビ・

雑誌など）に参加し、市の概要や観光等をPRできる方。
・健康で明るい方。

応募方法◆・自薦、他薦（家族、職場、自治区、友人など）は問いません。
　　　　　・他薦の場合は、本人の同意を得ること。
　　　　　・申込書に必要事項を記入の上、持参または郵送のこと。
審査方法◆一次審査は書類審査、二次審査は面接（3月９日㈯予定）
　　　　　※審査で惜しくも漏れた方の公表は一切いたしません。
表彰・賞◆４月開催「ゆふいん温泉まつり」会場での発表会にて表彰し
　　　　　ます。副賞として主催者、後援者から賞品を贈呈します。
申込期日◆２月28日㈭【必着】
申込先・問い合わせ
　　　　◆〒879-5192 由布市湯布院町川上3738-1

商工観光課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線514）
《応募用紙は、商工観光課と各地域振興課窓口に置いています》

募集!! 由布市キャンペーンレディ

　１月７日より平成
25年度保育所（園）入
所（園）の募集をしてい
ます。新規入所、継続
入所を希望される方は
書類の提出をお忘れで
はありませんか？
　受付期間が１月31
日までとなっていますので、お忘れのないよ
うに書類の提出をお願いします。
　詳しい内容については、12月号の市報ゆふ
に掲載しています。

平成25年度

子育て支援課（湯布院庁舎）

地域振興課 福祉係（庄内庁舎）

地域振興課 福祉係（挾間庁舎）

●提出先・問い合わせ

☎0977-84-3111

☎097-582-1111

☎097-583-1111

保育所（園）入所（園）のご案内

挾
間
中
学
校
で
進
路
学
習
会
開
催

高
校
生
活
に
向
け
て

　
11
月
29
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
て
、
挾
間
中
学

校
３
年
生
と
保
護
者
を
対
象
に
進
路
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
学
習
会
で
は
由
布
高
校
を
は
じ
め
、
大
分
市

の
県
立
高
校
、
私
立
高
校
の
紹
介
、
高
校
生
活
へ
の
不
安

や
悩
み
な
ど
を
集
計
、
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
由
布
高

校
の
中
川
先
生
に
進
路
決
定
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
こ
れ
か
ら
進
路
の
最
終

決
定
を
迫
ら
れ
る
時
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
悔
い
の
な

い
よ
う
に
先
生
や
家
庭
で
話
し
合
い
、

受
験
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲進路決定のアドバイスを
真剣に聞く生徒たち
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昨
年
度
の
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
毎
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
家
畜
飼
養
者
は
牛
・
馬
・
豚
・
山
羊
・
鶏
等
の
飼
養
頭
羽
数
等
の
県
へ
の
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

《
定
期
報
告
書
の
提
出
義
務
》

　
鶏
等
の
家
き
ん
（
鶏
・
う
ず
ら
・
あ
ひ
る
・
き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
）

を
飼
養
さ
れ
て
い
る
小
規
模
飼
養
者(
１
０
０
羽
未
満)

の
方
で
飼
養
羽
数
の
異
動
の
あ

る
方
は
次
の
連
絡
先
へ
電
話
で
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。（
趣
味
で
飼
育
し
て
い
る
方
を

含
み
ま
す
。）
こ
の
連
絡
を
受
け
て
定
期
報
告
書
と
し
県
へ
報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
で
の
鶏
等
の
飼
育
を
始
め
ら
れ
た
方
は
、
必
ず
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
て
飼
養
羽
数
等
の
把
握
の
た
め
の
対
応
で
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
牛
・
馬
・
豚
等
の
飼
育
者
の
方
は
、
後
日
報
告

書
を
送
付
し
ま
す
。

■
報
告
書
提
出
・
連
絡
の
期
限

　
牛
・
馬
・
豚
等 

…
…
…
…
… 

４
月
１
日
㈪

　
鶏
等 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

５
月
31
日
㈮

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
全
域　
由
布
市
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

☎
０
９
７
ー
５
８
2
ー
１
３
４
４

　
挾
間
地
域　
　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

      　

 

☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

　
庄
内
地
域　
　
地
域
振
興
課
農
林
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
　
　
　

 

☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１

　
湯
布
院
地
域　
地
域
振
興
課
農
林
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
　
　
　

 

☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

■
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
大
分
家
畜
保
健
衛
生
所　
☎
０
９
７
ー
５
４
１
ー
５
２
４
１

家
畜
伝
染
病
予
防
法

一
部
改
正
に
伴
い
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

イノシシ被害に困っていませんか？

電気柵設置費の一部を補助します！
　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
農
林
業
者
に
対
し
、
設
置
す
る
経

費
を
県
と
市
が
補
助
す
る
事
業
で
す
。
希
望
者
は
、
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

由
布
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
25
年
度
購
入

予
定
の
方
。

電
気
柵
１
セ
ッ
ト
（
２
段
・
５
０
０
ｍ
以
上
で
６
３
，０
０

０
円
以
上
の
柵
を
設
置
し
た
場
合
）
の
設
置
費
２
／
３
を

補
助
し
ま
す
。
補
助
額
は
４
２
，０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

1
月
15
日
㈫
〜
2
月
８
日
㈮

■
申
込
方
法

左
記
の
窓
口
に
電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

挾
間
地
域
●
農
政
課(

挾
間
庁
舎)

　
　
　
　
　

☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１

　
　
　
　

 

（
内
線
１
３
３
４
）

庄
内
地
域
●
地
域
振
興
課
農
林
係(

庄
内
庁
舎)

　
　
　
　
　

☎
０
９
７

−

５
８
２

−

１
１
１
１

　
　
　
　

 

（
内
線
１
２
３
）

湯
布
院
地
域
●
地
域
振
興
課
農
林
係(

湯
布
院
庁
舎)

　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７

−

８
４

−

３
１
１
１

　
　
　
　

 

（
内
線
２
１
４
）

※
抽
選
は
過
去
に
補
助
を
受
け
て
い
な
い
新
規
申
込
者
を
優

先
し
ま
す
。
ま
た
、
募
集
枠
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

随
時
受
付
（
先
着
順
）
を
行
い
、
募
集
枠
に
達
し
次
第
締

め
切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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２
日　
世
界
湿
地
の
日

　
１
９
７
１
年
２
月
２
日
に
締
結
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
（
正
式
名
称
「
特
に

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」）
を
記
念
し
て
、

毎
年
２
月
２
日
を
「
世
界
湿
地
の
日
」
と
す
る
よ
う
、
１
９
９
６
年
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　
冬
季
は
暖
房
等
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
毎

年
２
月
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
と
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
お

よ
び
国
民
が
一
体
と
な
っ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
今
冬
は
数
値
目
標
の
な
い
節
電
と
な
り
ま
す
が
、
電
力
需
給
ピ
ー
ク
時
（
午
前

８
～
11
時
、
午
後
５
～
８
時
）
の
暖
房
設
定
温
度
の
見
直
し
、
風
向
の
調
節
（
暖

房
時
は
下
向
き
に
！
）
な
ど
、
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
内
で
、
節
電
・
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

 
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１ （
内
線
５
２
４
）

環境カレンダー２月は何の月？

オ
ン
セ
ン
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
な
ど

由
布
市
の
貴
重
な
宝
を
知
ろ
う

希
少
生
物
学
習
会（
大
分
県
絶
滅
危
惧
種
保
護
活
動
委
託
事
業
）の
ご
案
内

　
大
分
県
貝
類
談
話
会
と
由
布
市
の
共
催
で
、

由
布
市
に
し
か
生
息
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
「
オ
ン
セ
ン
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
」
等
の
希
少

生
物
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
オ
ン

セ
ン
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
を
は
じ
め
と
し
た
、
大

分
の
希
少
な
貝
や
魚
の
水
槽
等
を
展
示
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　
時

　
１
月
30
日
㈬ 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分 

◆
会　
場

　
由
布
市
役
所
湯
布
院
庁
舎

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆
参
加
費

　
無
料

　
（
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

◆
内　
容 

　
①
オ
ン
セ
ン
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
と
陸
産
・
淡
水
産
貝
類
に
つ
い
て

　
　
大
分
県
貝
類
談
話
会
会
長　
濱
田　
保　
氏

　
②
由
布
市
の
貴
重
な
生
物
と
外
来
種
に
つ
い
て

　
　
大
分
県
環
境
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
松
尾　
敏
生　
氏

　
③
そ
の
他

◆
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課（
湯
布
院
庁
舎
）　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

水槽の中で動いている
オンセンミズゴマツボを

見ることができます！

募
集

市
営
雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
者
を　
　

   

し
ま
す

■
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数

　
【
物
件
名
】
市
営
雇
用
促
進
住
宅　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
は
さ
ま　
７
戸

　
　
　
　
　
　
・
1
号
棟　
1
階
1
戸　
3
階
1
戸　
4
階
1
戸

　
　
　
　
　
　
・
2
号
棟　
1
階
1
戸　
3
階
1
戸　
4
階
2
戸

　
【
所
在
地
】
由
布
市
挾
間
町
下
市
４
２
４
番
地
２

　
【
住
宅
概
要
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て　
「
３
Ｄ
Ｋ
」

　
【
家　
　
賃
】
月
額
４
２
，４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
・
敷
金　
１
２
７
，２
０
０
円
（
家
賃
の
３
ヵ
月
分
）

　
　
　
　
　
　
・
駐
車
場　
有
り
（
有
料
）　
１
台
２
，６
２
５
円

　
　
　
　
　
　
・
浄
化
槽
使
用
料　
月
額
１
，０
５
０
円

　
【
申
込
受
付
期
間
】
１
月
10
日
㈭
～
１
月
31
日
㈭　
※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
４
）

市報ゆふ2013.１◀⑬



おしえて !
国民年金

　日本に住む20歳から60歳未満のすべての
人は国民年金に加入し、保険料を納めること
になっています。皆さんは、国民年金につい
て考えたことがありますか？「年金なんてま
だ関係ない」と思っていませんか？国民年金
は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病
気やけがで障害が残ったときや、一家の働き
手が亡くなったときなど、あなたやあなたの
家族を守ってくれます。ただし、加入の届け
出や保険料の納め忘れがあると年金が受けら
れないこともあります。「あのときに…」と
後悔する前に、国民年金に加入しましょう！
※20歳前に就職して厚生年金等に加入している方は、

第２号被保険者となっていますので、加入手続きは
不要です。

　
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査（
10
月
予
定
）を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
1
月
～
2
月
に
か
け
て
同
調
査
の
単
位
区
設
定（
調
査

地
図
作
成
）を
実
施
し
ま
す
。
直
接
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
調
査
地
図
作
成
の
た
め
対
象
地
区

を
調
査
員
が
巡
回
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間　
1
月
上
旬
か
ら
2
月
上
旬
に
か
け
て

◆
対
象　
由
布
市
内
で
抽
出
さ
れ
た
１
２
１
地
区

　
　
　

 

（
後
日
、
対
象
地
区
自
治
委
員
に
通
知
し
ま
す
。
）

◆
内
容　
住
宅
・
土
地
統
計
で
使
用
す
る
調
査
地
図
の
作
成

◆
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
情
報
統
計
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
２
２
２・２
２
５
）

20歳がスタート！『国民年金』

保険課（湯布院庁舎）
☎0977-84-3111（内線330）
大分年金事務所
☎097-552-1211

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して運
行するため、次の便は運休および変更となります。
お間違えのないようご利用ください。

＊運休と変更のお知らせ＊
運 休 便

運休日 コース名 運休内容

1/24
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター 13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

2/6
㈬

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 13:30 発の便

〔コミュニティバス〕総務部 総合政策課
〔スクールバス〕教育委員会 教育総務課

問い合わせ
☎097-582-1111（内線226）
☎0977-84-3111（内線235）

変 更 便
変更日 1/24 ㈭　・　2/6 ㈬

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が
下記のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：40 15：15 ⇒ 13：00

阿蘇野コース 小野屋駅前
16：26

15：26 ⇒ 13：0616：20
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

※

※11月～3月

統計の
お知らせ1　月

！ 窓口を延長している
庁舎のお知らせ7時まで窓口延長

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
挾 挾 湯 湯/庄 庄

13 14 15 16 17 18 19
挾 湯 湯/庄 庄

20 21 22 23 24 25 26
挾 挾 湯 湯/庄 庄

27 28 29 30 31
挾 挾 湯 湯/庄

2　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
庄

3 4 5 6 7 8 9
挾 挾 湯 湯/庄 庄

10 11 12 13 14 15 16
挾 湯 湯/庄 庄

17 18 19 20 21 22 23
挾 挾 湯 湯/庄 庄

24 25 26 27 28
挾 挾 湯 湯/庄
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●内科・外科医

1/13 おざきホームケアクリニック（庄内）☎097-582-0013

1/14 足立クリニック（湯布院） ☎0977-28-2226

1/20 ひろたクリニック（挾間） ☎097-583-5777

1/27 岩男病院（湯布院） ☎0977-84-3101

2/ 3 後藤医院（挾間） ☎097-540-7800

2/10 日野病院（湯布院） ☎0977-84-2181

2/11 川崎内科（挾間） ☎097-583-5211

2/17 宮崎医院（庄内） ☎097-582-0345

2/24 何松内科循環器科（挾間）☎097-583-1131

●歯科医

1/13 酒井歯科（湯布院） ☎0977-28-2108

2/10 歯科吉村医院（湯布院） ☎0977-84-2077

教えて! 甲斐指導員
明けまして おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。

昨年以上に、由布市の農業発展のために頑張ります！

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
７
）

土
作
り
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

土
作
り
と
は
作
物
が
育
ち
や
す
い
土
に
す
る
こ
と
で
す
。
冬
は
植
え
て
い

る
作
物
も
少
な
く
、
土
壌
改
良
に
適
し
て
い
ま
す
。
耕
す
だ
け
で
も
、
掘
り

起
こ
し
た
土
は
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
害
虫
、
病
気
、
雑
草
の
密
度
を

下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
、
堆
肥
の
投
入
は
地
力
増
進
に
一
番
有

効
な
方
法
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
堆
肥
を
入
れ
て
お
く
と
、
春
夏
野
菜
を

植
え
る
こ
ろ
に
は
土
に
な
じ
み
、
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
、
土
の
間
に
空
気

の
層
を
つ
く
り
、
排
水
や
保
水
の
改
善
に
な
り
ま
す
。
堆
肥
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
完
熟
し
た
も
の
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
鶏
フ
ン
を
堆
肥
と
し
て

多
量
に
使
う
方
が
い
ま
す
が
間
違
い
で
す
。
肥
料
成
分
、
特
に
窒
素
が
有
機

肥
料
並
み
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
化
成
肥
料
を
通
常
の
分
量
で
投
入
す

る
と
窒
素
過
多
と
な
り
ま
す
。
影
響
と
し
て
、
初
期
成
育
で
軟
弱
徒
長
に
な

り
、
食
べ
た
時
に
苦
味
を
感
じ
た
り
、
灰
汁
が
強
か
っ
た
り
し
ま
す
。
リ
ン

酸
、
カ
リ
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
し
た
際
は
袋
に
書
か
れ

て
い
る
成
分
表
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
鶏
フ
ン
は
堆
肥
と
考
え
ず
に
、

有
機
肥
料
と
思
っ
て
使
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
牛
フ

ン
は
肥
料
成
分
が
低
い
の
で
堆
肥
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
醗

酵
し
て
い
な
い
生
や
半
生
の
状
態
は
別
の
障
害
を
も
た
ら
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
米
ヌ
カ
な
ど
を
入
れ
醗
酵
さ
せ
て
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
私
個

人
的
に
は
落
ち
葉
の
堆
肥
が
お
勧
め
で
す
。

●
た
ま
ね
ぎ
…
早
生
種
は
今
月
下
旬
が
2
回
目
の
追
肥
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
軽
く
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
春
先
に
発
生
す
る
ベ
と
病
、
疫
病
対
策
の

た
め
排
水
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
だ
い
こ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
は
く
さ
い
、
ね
ぎ
等
々
…
適
時
収
穫
し
て
い
き

ま
す
。
病
原
菌
に
侵
さ
れ
た
株
は
土
壌
伝
染
す
る
の
で
、
速
や
か
に
圃
場

外
へ
持
ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
…
頂
上
部
の
大
き
な
も
の
の
収
穫
適
期
は
１
週
間
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
手
で
触
り
や
わ
ら
か
く
な
る
前
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
脇
芽

を
大
き
く
す
る
に
は
、
頂
上
部
を
収
穫
し
た
あ
と
に
追
肥
を
し
ま
す
。

●
葉
物
…
防
寒
対
策
を
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
や
不
織
布
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し

保
温
し
ま
す
。
強
い
寒
風
に
あ
た
る
と
、
葉
先
が
黒
く
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

病
虫
害
の
発
生
の
8
割
方
は
土
作
り
の
失
敗
と
言
え
ま
す

挾 間

庄 内

湯布院

休日在宅当番医

１月22日㈫ ４～５ヵ月児健診
（13：00～ コミュニティセンター）

１月18日㈮ 幼児健診
（13：15～ 庄内保健センター）

ちびっこ広場
（９：30～11：30 挾間健康センター）

１月11日・18日・25日
２月１日・８日・15日・22日

１月 9日㈬ １歳６ヵ月児健診
（13：15～ 挾間健康センター）

１月23日㈬ ４～５ヵ月児健診
（13：15～ 挾間健康センター）

健 康 カ レ ン ダ ー
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由布市暴力絶滅対策協議会だより

〈事務局〉総務課「由布市暴力絶滅対策協議会」
☎097-582-1111（内線205）

暴
力
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
さ
日
本
一
の
由
布
市

ざ
め

せ ！！

今月の税／料
● 国民健康保険税（普通） �  ８期分
● 介護保険料（普通） �  ８期分
● 後期高齢者医療保険料（普通） �  ７期分
● 入湯税 �  １月期分（12月分）

納期限　平成25年１月31日㈭

● 再生家具・自転車の抽選会
〜再生した家具・自転車を

無料でお譲りします〜
申 込 期 限●２月３日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザにて随時受付をしていま
す。当選時の持ち帰りは各自で行ってください。

抽 選 日 時●２月３日㈰ 12：30〜
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人
のために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは12月から２月までお休みし

ます。３月のフリーマーケットに出店を希望する
方は２月15日までに申し込みください。（必着）

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　　☎097-588-1410

大分エコライフプラザ情報

　由布市の情報発信番組「ゆふ
ばん！ＤＸ」をご存じですか？
由布市のイベント情報やお知ら
せをはじめ、オススメグルメや
観光スポットなどを毎週ご紹介しています。
http://www.e-obs.com/blog/yufuban/
　番組ホームページも開設していますので、
ぜひご覧ください。週末土曜日の午後はＯＢ
Ｓラジオをよろしくお願いします。
■放送日時
　毎週土曜日 午後１時〜午後１時55分

OBS ラジオ「ゆふばん！ＤＸ」
好評放送中！

まるんちゃん♪

◎取り上げてほしい話題等がありましたら、
総務課秘書広報係（☎097-582-1111）
までご連絡ください。

◎市役所各庁舎内にリクエストＢＯＸを設置
しました。どなたでもリクエストできます
ので、ぜひお気に入りの曲をリクエストし
てください♪

◎メールリクエスト：y@e-obs.com

暴力団追放不当要求責任者講習の開催
～行政対象暴力の排除に向けて～

　11月７日、「はさま未来館」において、
公益財団法人暴力追放大分県民会議主催の
「不当要求防止責任者講習会」が開催され、
市職員および教員、消防職員ら70人が受
講しました。暴力団担当官から、暴力団情
勢の説明・大分県暴力団排除条例の解説、
DVDによる対応要領・対策等を学び、「暴
力団との対応は、組織的に行うと共に毅然
たる態度で」とのアドバイスを受けました。
　最近は、不当な利益を得る目的で行政機
関またはその職員を対象とした行政対象暴

力が全国で発生している現状で
あるところから、職員らは真
剣に受講しました。

商工会からお知らせ

平成24年分
確定申告決算説明会のご案内

挾間町商工会　 ☎097-583-0235
庄内町商工会　 ☎097-582-0094
湯布院町商工会 ☎0977-84-2445

1 月の無料年金相談会のお知らせ
１月18日㈮　午前10時〜午後3時

挾間町商工会館 

　平成24年分の所得税・消費税の確定申告決
算説明会を次の日程で開催します。確定申告
にあたっての留意点や改正事項など、大分税
務署個人税部門の担当者が分かりやすく開設
しますので、ぜひご参加ください。
●日時　１月29日㈫
　　　　午前10時〜 事業所得者向け説明会
　　　　午後 2時〜 農業所得者向け説明会
●場所　市役所庄内庁舎

●問い合わせ
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　新年明けましておめでとうございます。皆さんお正
月はゆっくり過ごせましたか？私は毎年この時期にな
ると、お餅やお雑煮の食
べすぎで恐ろしくて体重
計に乗れません（汗）
　 さ て 、 今 年 も 市 内 の
色々な話題を皆さんにお
届けできるよう頑張りま
すので、皆さんよろしく
お願いします。（え） ▲12月18日におこなわれた、西庄内

幼稚園の園児の餅つき体験の様子で
す。

キ★ラ★リ★編★集 キ★ラ★リ★編★集

　

み
な
さ
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

輝
か
し
い
新
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
節
目

が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ほ
ど
新
鮮
な
節
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
晦
日
か
ら
時
間
で
言

え
ば
わ
ず
か
１
秒
、
す
べ
て
が
切
り
替
わ
っ
て
す
が
す
が
し
い
年
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
今
年
こ
そ
良
い
年
に
な
る
よ
う
頑
張
る
ぞ
！！
」
と
、
ひ
そ
か
に
決
意

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
は
私
も
そ
う
で
す
。「
今
年
こ
そ
、
今
の
こ
の

気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
ぞ
ー
」
と
。
で
も
正
月
の
お
酒
が
入
る
と
、
酒
の
量
に
応

じ
て
薄
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
と
も
意
志
の
弱
い
男
だ
と
反
省
ば
か
り
。
で
も
、

“
今
年
こ
そ
は
”
と
ま
た
思
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
路
加
国
際
病
院
で
現
役
と
し
て
ご
活
躍
の
今
年
１
０
３
歳
の
日
野
原
重
明
先

生
が

　
　
「
一
瞬
が
連
な
っ
て
一
日
と
な
り
、
一
年
と
な
り
、
一
生
と
な
る
の
で
す
。

　
　

き
の
う
と
同
じ
よ
う
に
過
ご
し
た
今
日
で
あ
っ
て
も
、
き
の
う
は
き
の
う
の

　
　

一
度
き
り
、
今
日
も
一
度
き
り
の
今
日
な
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
か
け
が
え
の

　
　

な
い
今
日
を
‥
‥
無
為
に
過
ご
す
の
は
、
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な
い
」
と

    

「
あ
な
た
は
何
を
み
た
の
で
し
ょ
う
か　
　

何
と
出
逢
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

      

そ
の
と
き
か
ら
あ
な
た
の
瞳
が        

か
が
や
き
は
じ
め
ま
し
た

      

あ
な
た
の  

そ
の
と
き
め
き
が        

私
に
も
つ
た
わ
っ
て
き
ま
す
」

  

詩
集
「
微
笑
花
」
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
発
行

　

今
年
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
が
皆
さ
ん
に
取
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！

です 
No. 

84

こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲第８回いのちの循環を大
切にする市民の集いでは、
お互いを支えあうことの
大切さを再認識しました。

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　由布市の広報誌は、前半と後半の２部構成。
前半の「市報ゆふ」は市からのお知らせが中心
で、後半の「YUFUcity情報広場」は市内のイ
ベントや話題などを中心に掲載しています。
これからも皆さんに愛される“身近な情報
誌”を目指します。 え

由布市役所総務部総務課
〒879-5498 由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111　FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/
印刷：株式会社インタープリンツ

発行元

★１月１日現在の『人の動き』は２月号でお知らせし
ます。

由布市公式携帯サイト
もば！ゆふ！

　由布市では公式携帯サイト「もば！ゆ
ふ！」を公開しています。市民が交流でき
る「ゆーふーの広場」を始め、観光情報や
施設情報など由布市の情報満載
です。ぜひご覧ください！
※パソコンやスマートフォンからでも

見ることができます。

問い合わせ●総務課（庄内庁舎）
☎ 097-582-1111（内線 206・208）

由布市公式携帯サイト「もば！ゆふ！」
http://mobile.yufu-city.jp/
由布市フェイスブックページ
http://www.facebook.com/YufuCity.PR 
由布市公式ツイッター
https://twitter.com/YufuCity_PR

問い合わせ　☎0977-85-3001 FAX0977-85-4001
HP http://www.874.fm　　　 info@874.fm
※いただいた情報の放送判断は、局に委ねられます。

周波数

87.4
メガヘルツ
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良
い
年
に

 

な
り
ま
す
よ
う
に

良
い
年
に

 

な
り
ま
す
よ
う
に
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Yufuスポーツ情報広場
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　12月9日、午前10時から約
1時間、由布高校と湯布院・庄
内・挾間中学校の生徒会が合同で、JR由布院駅、JR天神山駅
ならびにJR向之原駅のボランティア清掃を実施しました。1校
が３班に分かれ、1つの駅を４校が協力して清掃しました。生
徒たちは落ち葉掃きやトイレ掃除、窓ふき等に熱心に取り組み、
日ごろからお世話になっている地域の皆さんへ感謝の気持ちを
込めたボランティア清掃活動ができました。

　12月15日に、｢由布市連携型中高一貫教育地域報告会｣を
実施しました。これは、中高6年間を見通した教育活動のあり
方など、由布高校と湯布院・庄内・挾間中学校が4年間取り組
んできた研究内容の成果や課題を明らかにすることで、地域
に根ざした連携型中高一貫教育を推進することを目的として
実施したものです。由布高校および市内３中学校の保護者と2
学年全生徒など約400人が参加しました。当日は体育館で研
究報告が行われ、全学年の公開授業（1年生は数学・英語の乗

り入れ授業）参観があり、その後、部活動披露として、郷土芸能部と吹奏楽部による発表が行われました。

中高合同ボランティア清掃活動

由布市連携型中高一貫教育『地域報告会』

お
知
ら
せ

1月14日㈪～18日㈮ �  2学年修学旅行
1月16日㈬ �  文字力テスト
1月18日㈮ �  大学入試センター試験受験者激励会
1月19日㈯ �  大学入試センター試験　進研模試(1年)
1月20日㈰ �  大学入試センター試験　情報処理検定試験

1月21日㈪ �  ２年生振り替え休業
1月23日㈬ �  文字力テスト
1月26日㈯ �  土曜講座　進研模試(１・２年)
1月27日㈰ �  簿記検定試験
1月28日㈪～31日㈭ �  卒業考査

由布高校の最新情報は、HP( ホームページ ) で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /kou .o i ta -ed . j p /yu fu/ 検  索

由
布 高

由布高
News

No.51

あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

ハッピー バースデー1月 １月の誕生花＊ローズマリー・サフラン など

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事前に総務課（☎097−582−1111 内線208）へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。

宋ちゃん、
２歳の誕生日おめでとう！
これからも明るく元気な

宋ちゃんでいてネ♡
ママとパパの宝物♡♡

鶴
つ る は ら

原 宋
そ う す け

佑くん
平成23年１月18日生 挾間町古野

トーマスと神楽の
大好きな奏くん。いっぱい遊んで
いっぱい食べてお父さんのように

心も体も大きな男になってください。
妹の葵衣ちゃんと仲良くしてね。

狩
か り う

生 奏
そ う し

志くん
平成22年１月29日生 庄内町庄内原

笑顔に毎日いやされます。
心のやさしい

素敵な子に育ってね。
産まれてきてくれてありがとう。

立
た つ か わ

川 凌
り ょ う が

雅くん
平成24年１月13日生 湯布院町中川
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第１９回挾間町自治区対抗
男女混合９人制ソフトバレーボール大会
　11月25日、挾
間体育センターに
おいて10チームが
参加しました。Ａ
部・Ｂ部各５チー
ムずつに別れ、予
選・決勝のリーグ
戦で熱戦を展開し
ました。
　試合結果は次の
とおりです。

◆Ａ部
　優　勝 古野郷
　準優勝 喜多里、第三位 上市Ａ
◆Ｂ部
　優　勝 サントピアV
　準優勝 サントピアX、第三位 下市

第４１回挾間町自治区対抗
町内一周駅伝大会
　12月２日、挾
間中学校をスター
ト・ゴール会場と
して、10区間総距
離22.5ｋｍで開催
されました。10区
間総合の部には７
チーム、後半５区
間ハーフの部には
５チームが加わり、
１本のタスキを繋
ぐため沿道から多
くの声援を受けな
がら健脚を競いま
した。
◆総合の部
　優　勝：下市Ａ
　準優勝：上市Ａ　　第三位：上市Ｂ
◆ハーフの部
　優勝：サニータウン挾間Ｂ
◆区間賞　

１区：下村英治（下市Ａ）、２区：小池隼人（上市
Ｂ）、３区：山下直宏（上市Ａ）、４区：柳田雅弘
（下市Ａ）、５区：高橋和揮（下市Ａ）、６区：
三浦通（上市Ａ）、７区：立川知弥（谷東部）、８
区：本中陸（サニータウン挾間Ｂ）、９区：橋本
進吉（下市Ａ）、10区：麻生勇介（下市Ａ）

Yufu スポーツ情報
広場

ゆふいんチャレンジクラブが最優秀賞
　11月23日、大
分県立総合体育
館で県内26地域
約1,300人の参
加により総合型
スポーツクラブ
の交流会が開催
され、プラカー
ドの部でゆふい
んチャレンジク
ラブが二年連続
の最優秀賞を受賞しました。当日は、体育館全
体が笑顔と歓声に包まれました。

笑顔がいっぱい！！
『ゆふいん軽スポーツ交流会』
　12月６日、湯
布院地域総合型
ス ポ ー ツ ク ラ
ブ ・ ゆ ふ い ん
チャレンジクラ
ブ 主 催 に よ る
「ゆふいん軽ス
ポーツ交流会」
が湯布院海洋セ
ンターで行われました。湯布院町内から約50人
の参加があり、囲碁ボールや太極柔力球、ソフ
トペタンク、卓球バレーの４種目を体験し、笑
顔あふれる楽しいひとときとなりました。

第２１回湯布院ボーナスカップ
ミニバレーボール大会
　12月11日、
湯布院Ｂ＆Ｇ海
洋センター体育
館において、第
21回湯布院ボー
ナスカップ・ミ
ニバレーボール
大会が開催され、
６チーム合計70
人が参加し白熱
した試合が繰り広げられました。
◆優　勝　チョッパー
◆準優勝　翔
◆３　位　温湯

▲Ａ部　優勝　古野郷

▲総合の部優勝　下市Ａ

▲Ｂ部　優勝　サントピアＶ

▲ハーフの部優勝　サニータウン挾間Ｂ

▲優勝　チョッパー
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１１月２５日、挾間町のイオン挾間店で由布市すくすく感謝
祭赤ちゃんハイハイコンテストが開催されました。同コンテストでは
ハイハイの部２７人、ヨチヨチの部１９人がエントリー、由布市外か
らも多くの参加者が集まりました。由布市の保健師による赤ちゃん体
操で体をほぐし、司会者の掛け声で一斉にスター
ト！両親の呼ぶ声に応え全力で突き進む赤ちゃん、
明後日の方向にハイハイする赤ちゃん、呼んでも
微動だにしない赤ちゃんなど、赤ちゃんの一つひ
とつの動作に会場からは歓声が上がりました。

赤ちゃんハイハイコンテスト開催！成 長

１１月２２日から２５日にかけて、湯布院公民館ロビーで
第５回由布支部書道展が開催されました。今回は県美協由布支部
会員ならびに準会員１５人に加え、寿楽苑の有志が力作を展示。多
くの観覧者が見学に訪れ盛況でした。佐藤さんは開催にあたり
「日本の伝統文化である『書』を多くの人々に広めたい。また、
子どもたちにも文字に対する興味・関心を持ってもらいたい」と
話しました。今後も佐藤さんは書くことの楽しさを伝え広めるた
め、毎年由布支部書道展などを開催していくとのことです。

１１月２５日、はさま未来館で第１５回日本太鼓ジュニア
コンクール大分県大会が行われました。当日は１２団体が出場し、
約６００人が応援に駆け付けました。大会では前回優勝チームの源
流はさま太鼓も出場。昨年３月に行われた全国大会で準優勝・総
務大臣賞を獲得した腕前を披露し、迫力の演奏で２連覇を成し遂
げました。源流はさま太鼓は今年３月に石川県で開催される全国
大会に出場が決定しました。さらなる活躍を期待しています！

１２月２日、今年で２６回目となる歳末助け合い・チャ
リティー文化芸能発表会が開催されました。開会行事が終わると、
あなみ保育園によるソーラン節で発表会がスタート。阿南幼稚
園・西庄内幼稚園によるオペレッタ、民舞、コーラスなどさまざ
まな演目が行われ、会場からは拍手が巻き起こりました。午後に
入り、民謡や太極拳教室、演劇などが行われ、最後には阿蘇野神
楽座が「大蛇退治」を披露し、今年の文化芸能発表会の幕を閉じ
ました。

文化の振興と継承を

〈入場料等の益金の一部が、社会福祉協議会に寄付されました。〉

文 化

ま ち か ど ま ちか ど プ ッ ア ム ズ ～ ズ～ムアップズ ～ ム ア ッ プ 
書道展

連 覇

書くことの楽しさを！～大分県美協書道部会由布支部～

源流はさま太鼓が全国大会へ

◀運動する前に入念に体操！

◀いざ、全国大会へ！

ひまわりコール
の皆さんによる
コーラス。市長
も急遽出演され
ました。

▶

大分県美協書道部会由布支部会長佐藤孝（啓巒）さん（写真右）と同副会長御幡美智子（紅雲）さん（写真左）▲
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１２月７日、庄内中学校においてロンドンパラリンピッ
ク陸上競技日本代表で、同校卒業生の中西麻耶さんの人権講演会
が行われました。中西さんが自身の体験を交えながら、夢を見続
けること、勇気を出して挑戦することの大切さなどを訴えると、
生徒たちは真剣に耳を傾けました。中西さんは講演の最後に、
４年後のオリンピック出場を目指すことを宣言。「皆さんと
一緒に新たな挑戦をしていきたい」と決意を述べました。

配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴
力は人権を侵害するものであり、男女共同参画社会の実現を目指
す上で克服すべき重要な課題です。毎年１１月１２日からの約２週
間「女性に対する暴力をなくす運動」が全国一斉に実施されるこ
とから、由布市でも１１月２７日、市男女共同参画審議会委員と市
女性団体連絡協議会の皆さんと協力して、市内のスーパー３ヵ所
でチラシ等を配布して女性への暴力根絶を呼びかけました。

１２月１１日、湯布院町塚原で４５０年以上も前から伝わ
る伝統のお祭り、塚原甘酒まつりが行われました。男能濃松神社
（霧島神社）で神事が行われた後、今年できた新米で作られた甘
酒が地域住民や観光客に振る舞われました。この甘酒を飲むと１
年間無病息災で過ごせるといわれており、集まった人々は雪の積
もる境内で冷えた体を温めました。神社での配布が終わると、杜
氏や六尺らは甘酒を入れた桶を担いで地区内をまわり、希望者に
分けていきました。

１２月６日、１００歳を迎える佐藤キヨさん（挾
間町向原）のお祝いをするため、首藤市長が若葉苑を訪れ
ました。若いころは俳句や文章を書くことが好きで、ずっ
と農業をしてきたという佐藤さん。ご家族の方からは、い
つも牛乳や養命酒を飲んでいたことが長生きできた秘訣か
もしれないと伺いました。佐藤さんは首藤市長がお祝いの
言葉を送ると、うれしそうにうなずいていました。

伝統の塚原甘酒まつり

１００歳を迎えて

MACHIKADO  ZOOM  UP

継 承

長 寿

講 演

啓 発

勇気を出して挑戦を

▲温かい甘酒でほっと一息。

生徒に語りかける中西麻耶さん▶

◀佐藤さんは、誕生日を迎えた３日後、12月９日にお亡くなりになられました。
　謹んでご冥福をお祈りします。

一人で悩まず相談を～女性に対する暴力をなくす運動～
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鍬先を嵌めたものが風呂鍬です。これに対し鍬身を
一枚の鉄板で作ったものが金鍬で明治以降、洋鉄の
導入によって一般に普及しました。鉄の刃先を3本、
4本にした股鍬を備中鍬とも呼びますが、これは江
戸時代に普及し、水田の荒耕しに使われました。

<鋤>と<犂>
　鍬が身体を中心に円弧をかいて土中に打ち込まれ

るのに対し、鋤は直線的に土中に
刃先が突きこまれるため、深耕用
として掘る作業に用いられました。
鋤には、鋤身に対し直線的に柄の
ついた江州型、鋤身に鋭角に別材
の柄をつけた踏鋤があります。畜
力を利用した犂は、犂床の形態か
ら無

む し ょ う り

床犂・短
た ん し ょ う り

床犂・長
ちょうしょうり

床犂に分け
られ、犂先の構造から単用犂・

双用犂に分けられます。明治以前は犂床がなく不安
定であるために身体で抱えて立てて使うことから

抱
かかえもつたてすき

持立犂とも呼ばれた無床犂や長床犂の使用が多か
ったようです。明治以後、耕深の調節の自由と使用
時の安定度から改良されたのが短小犂で、近代犂は
この形式を元にさらに改良したものです。単用犂・

双用犂とは、犂先のへら
の部分が一方方向にのみ
土を反転させるものが単
用犂で、左右両方向に土
を反転できるものを双用
犂といいます。犂は、畜

力を利用するところから湿田地帯には不向きで、わ
が国の犂の本格的使用は、水田の乾田化に伴うもの
でした。

　陣屋の村歴史民俗資料館一階の展示室のほとんど
は、江戸時代以後の農具の展示で占められています。
今回は、農具のうち田畑の起耕に使う鍬

く わ

と鋤
すき

（犂
す き

）に
ついて歴史とともに紹介します。

【用具の変遷】
　水田の荒起しや代

し ろ

つくり作業は、機械化が進むま
では農作業の中で最も厳しい労働の一つでした。こ

の作業は人力や畜
力で行われ鍬

く わ

や鋤
すき

（犂
す き

）が用いられま
す。鍬はわが国の農
具の代表的なもの
です。弥生時代初期

の木製鍬から弥生時代中期には刃先の鉄器化が始ま
り古墳時代には木の床に鉄製の刃先をはめた風呂鍬
の形が出現します。戦国時代から江戸時代になると、
小農経営を支える重要な用具として多くの改良がさ
れました。
　一方人力で行う鋤に続いて、平安時代に荘園が発
達するにつれ、畜力を使う鋳鉄製の刃先をつけた犂
が用いられ、その後、改良が重ねられますが、昭和
30年代に小型耕転機の出現により、その役割を終え
ることになります。

<鍬>
　鍬は、構造上から木鍬・風呂鍬・金鍬に、形態上
から股鍬・平鍬・窓鍬に、機能上から打ち鍬・引き
鍬・打ち引き鍬に大別できます。鍬の機能は形状と

ともに、主として柄と刃先
とのなす角度により決まっ
たようです。昔から“一里違
えば鍬が違う”と言われるよ
うに、使用する地域の土質
の違いによって角度と形状
が決まり、一般に重質土で
硬い土の場合は柄角度が鈍
く、軽質土で柔らかな土の

場合は、柄角度が鋭いようで、使用地の傾斜の具合
にも関係したようです。柄角度が60～85度が打ち
鍬、柄角度30～40度が引き鍬、その中間は打ち引
き鍬と言われたようです。木製の鍬は東北地方や湿
田地帯で用いられ、鍬身を細くＵ字形に削って鉄の

▲農機具展示風景

▲鍬の説明

▲江州鋤

▲短床犂

▲無床犂

▲踏鋤

▲長床犂

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 社会教育課文化振興係
☎ 0977-84-2604

問
い
合
わ
せ

木
ゆ ふ

綿の山通信〜歴史民俗資料館報〜  ●10
vol.
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放課後子ども教室事業

学校支援活動

　この事業は、放課後や長期休暇などの子どもたちの安全・安心の居場所と、体験活動を提供する場として実施
されています。公民館と地域の団体が手を結んで実施しており、挾間地域では「はさま未来クラブ」、庄内地域
では「あつまるクラブ」、湯布院地域では「青少年ボランティアサポートセンター」の３団体が子どもたちの居
場所ならびに体験の場づくりを行っています。
　３団体に所属している地域のボランティアの方々が、公民館や学校へ出向き、子どもたちの体験活動のアドバ
イザーとして、また
活動中の子どもたち
の安全を見守る安全
管理員などとして活
躍しています。

　現在、学校教育活動の中で地域の皆さんのお力をお借りしています。
　まず学校が、「こういうことができる人を紹介して欲しい」と各公民館に配置されている地域協育コーディ
ネーターに相談すると、コーディネーターが地域の皆さんに声をかけ、学校の要望に合った方々を派遣する取り
組みです。
　昨年度は実際に市
内全域で延べ1464
人もの方々に学校に
出向いていただき、
学習支援や環境整備、
学校行事の支援など
に協力していただき
ました。

　由布市では、学校・家庭・地域が一体となって心豊かで健やかな子どもたちを育むため「協育」に
取り組んでいます。
　今回は、その協育の取り組みの中から、公民館で行っている２つの事業について紹介します。

ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館(中央公民館) ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.45

湯平ジュニアワーク

竹とんぼづくり

西庄内小学校３年生

石臼で黄な粉づくり 谷小学校

書道の指導

大津留小子ども教室

お正月飾りづくり

湯平小学校

朝の算数ドリル丸つけ

学楽多塾米粉クッキング教室

　今は昔のように、違う年齢の子どもたちが集まって遊んだり、地域の方々と触れ合う機会がほとんどな
くなりました。そういった集団の中で学んでいた知識や身についていた知恵が、今の子どもたちに身につ
いておらず、今まで伝わってきた伝統や技術などが失われていく可能性もあります。
　体験をする場は公民館や学校で作ることはできますが、伝統や技術を後世に伝えていく先生として、多
くの地域の皆さんのお力が必要です。「自分が子どもたちに教えるなんて」と思わず、子どもたちと遊ぶ
という気持ちで、ぜひ一度それぞれの公民館に足を運んでくださるとうれしく思います。子どもたちと一
緒にお待ちしています！
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館には、「ブックポスト」
が設置されています。開館時間外に本を返却される場合は、「ブックポ
スト」をご利用ください（大分県立図書館など他館の本・紙芝居・付
録のＣＤ類・雑誌の返却はできません）。設置場所・利用時間などは、
各図書館によって異なりますので、次の利用案内をご確認ください。

図書館だより

ディア

vol.88vol.88図書館だより 2013.１

由布市立図書館

庄 内 図 書 館

湯布院図書館

☎097-586-3150

☎097-582-0214

☎0977-84-2604

（はさま未来館2階・3階）

（庄内公民館1階）

（湯布院公民館2階）

〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1

〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1

〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1

2月休館日

１月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館 第３水曜
　１月16日㈬・２月13日㈬
庄内図書館 第３日曜
　１月20日㈰・２月17日㈰
湯布院図書館 第３木曜
　１月17日㈭・２月21日㈭
　２月16日㈯ 読書まつり2

おはなし会
由布市立図書館・湯布院図書館
　火〜金 午前10時〜午後６時
　土・日 午前10時〜午後５時
庄内図書館
　火〜日 午前９時〜午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

休館日(3館共通)
４日㈪・11日㈷・18日㈪

蔵書点検　19日㈫～28日㈭

明けまして
おめでとうございます
　由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館は、文
化活動の拠点として、地域の知的財産を守り、利用者
の皆さんの多様なニーズに応えられる図書館づくりを
目指して、職員一同きめ細やかなサービスの充実に努
めてまいります。
　今後とも一層のご指導ご鞭撻の程どうぞよろしくお
願い申し上げます。

ブックポストをご存じですか？

１月テーマ展示
由布市立図書館　『新年』
庄内図書館　　　『読むご飯』
　児童のコーナー『図書館・本屋さん』
湯布院図書館　　『歌』
　児童のコーナー『あそび』

由布市立図書館　１月企画展示

「2013年を予測する」
　新しい年がはじまりました。今年は
どんな１年になるのでしょうか。政
治・経済・国際情勢・占い…さまざま
な視点から、2013年を予測してみませ
んか。ぜひ、お立ち寄りください。　

※１月27日㈰まで

由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館

蔵書点検が始まります
２月１９日㈫～２月２８日㈭

　上記の期間、蔵書点検のため休館し
ます。長期間の休館で大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解いただきますよ
うお願いします。
　返却日を過ぎた本をお持ちの方は、
お早目にご返却ください。また、本を
紛失・破損・汚損した場合は、各図書
館までお申し出ください。よろしくお
願いします。

　由布市立図書館では、３階郷土資料展示コーナーにて、後
藤楢根の常設展示を行っています。詩人・童話作家・児童
文化活動家・童話作家の育成・大学教授など、多面的な活
動を続けた後藤楢根。今回は、「童話作家」としての後藤
楢根を紹介します。
　明治 41 年から平成４年。由布市挾間町下市出身。戦
前から童話作家として活躍。戦後の混乱の中、「子ども
たちの心を育てたい」という思いから、昭和２１年２月、「日本童話会」
を設立しました。５月には、「日本童話会」の機関誌『童話』を創刊。『童
話』の編集に力を注ぐとともに、若い作家の育成にも努めました。『童話』
は平成４年３月号まで発行され、ここから多くの童話作家が世に出ました。

《代表的な作品》　『光に立つ子』『村童日記』『ヨイ子ニヨイユメ』『僕等は
國の子』『黒潮の子』『ハル ナツ アキ フユ』『月夜ノヨイユメ』『千里眼物語』

『のびゆく子ら』『春を待つどんぐり』『ちょうちょうのゆめ』など

「日本を代表する童話作家 後藤楢根」

由布市立図書館
設置場所 
はさま未来館１階北側入口（宿直室横）
はさま未来館３階入口横（事務室横）
利用時間
24時間いつでもご利用になれます。

湯布院図書館
設置場所
湯布院公民館ロビー
利用時間
午前９時～午後10時

（土・日・祝日 午前９時～午後５時）
※年末年始のご利用はできません。

↓１階北側入口 ↓３階入口横

庄内図書館
設置場所
庄内公民館ロビー
利用時間
午前８時30分～午後５時

（水曜日 午前８時30分～午後10時）
※年末年始・祝日・庄内公民館休
　館日のご利用はできません。
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『美しくなるランナー食』
虎石　真弥　著　P７８２／ト　趣味・娯楽コーナー
　すべてのアスリートとアマチュアランナーに向けて、スポーツ栄養士が56の最強レシピを公開して
います。体の中からキレイになり、かっこよく走りたい方はぜひお読みください。

『イラストみたいなかわいい描き文字レッスン帖　－ボールペンで！－』
坂本　奈緒　著　７２７.８／サ　一般コーナー
　いつもの字にちょっと線を書き足したり、ちょっと太さを変えてみたり、ほんの“ちょっと”の工夫で
ポップでキュートな文字が書けるようになる本です。ノートや手帳、メッセージカードを可愛く仕上げた
い女子の皆さん、参考にしてみてください。

『九重昆虫記－昆虫の心を探る　第７巻』
宮田　彬　著　Ｈ４８０／ミ　郷土資料コーナー
　大分大学医学部名誉教授で、九重町に「九重自然史研究所」を開設している著者。シリーズ第７巻
目となる本書は、「ヤガ科とその幼虫たち」「鱗翅目（りんしもく）昆虫の進化」を紹介しています。
多様で個性的な昆虫の世界を、ちょっと覗いてみませんか？　

『40歳からの人生を輝かせる50のヒント』
近藤　典子　著　159.6／コ　湾曲コーナー
　暮らしのスペシャリストとして有名な著者が、仕事・人付き合い・家族などの日常生活で、活かせ
られるアドバイスを書いています。タイトルには40歳からと書かれていますが、世代を問わずに楽し
める本だと思います。　

『家族の言い訳』
森　浩美　著　一般・文庫本Ｂ913.6／モ　庄内図書館
　数々のヒット曲を作詞してきた著者が描いた、「家族」をテーマにした短編集です。家族だからこ
そ悩んだり、上手く伝えられないこともありますが、だからこそ大事にしたいと思わせてくれる、心
に響く物語です。

『おとぎ話の古書案内』
海野　弘　監修　一般726.5／オ　湯布院図書館
　19世紀ごろから、子どもを楽しませる本ができて、挿絵がつくとさらに親しまれるようになりま
した。可愛らしい子どもの絵本や楽しいしかけ本、大人の世界の絵本など魅惑的なヨーロッパアン
ティークブックの世界へご案内します。

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 007.6 パ /13 パソコンで困ったときに開く本　2013

挾　
　
　
　
間

湾曲 148.4 ジ 純正運命学会本暦　平成25年版　－九星気学に基づく毎月・毎日の運勢－

一般 210.4 ゲ /12 現代語訳　吾妻鏡　12　宝治合戦 湾曲 602.1 カ /13 会社四季報業界地図　2013年版

一般 304 イ この社会で戦う君に「知の世界地図」をあげよう ヤング Y933 グ /3 少年弁護士セオの事件簿　３　消えた被告人

一般 332.1 ニ /13 日本経済の明日を読む　2013 郷土ＨＥオ おかあさんだもの

一般 591 ハ 大増税時代を生き抜く共働きラクラク家計術 健康 S493.9 カ 子どもの身長を伸ばす栄養と食事

一般 913.6 ア 旅猫リポート 健康 S595 フ 福辻式O脚改善メソッド

一般 913.6 シ 火口のふたり くらし 596.6 オ ぐるぐる混ぜて簡単！アレルギーフリーのおやつ

一般 913.6 タ 剣と紅 くらし 597.5 イ イケア・無印良品・ニトリでつくる収納インテリア

一般 913.6 ヤ まりしてん誾千代姫 絵本 E オ おやすみなさいのおともだち

一般 914.6 フ 卑怯を映す鏡（管見妄語） 絵本 E ヒ ひめちゃんひめ

一般 916 イ 墜落の村　－御巣鷹山日航機墜落事故をめぐる人びと－ 児童 489 タ クロテン（北国からの動物記　６）

一般 933.7 ル われらが背きし者 児童 912 カ 仮名手本忠臣蔵

文庫本 B913.6 ナ しのぶ梅　－着物始末暦－ 児童 913 ハ はじめての古事記　－日本の神話－

趣味娯楽 P783.8 タ わかりやすいゲートボール　－改正ルールに対応！－ 児童 933 オ 大統領の秘密（マジック・ツリーハウス　33）

庄　
内

一般 281.0 イ 無私の日本人
庄　
内

一般 913.6 ク クラウドクラスターを愛する方法

一般 596.0 タ 私の好きな料理の本 一般 913.6 ハ ふれられるよ今は、君のことを

一般 783.7 カ みんなのあるあるプロ野球 文庫本 B913.6 ツ 五分の魂

湯
布
院

一般 786.3 シ 車中泊の達人大全集　完全保存版！！カーネル特選！
湯
布
院

くらし 498.5 サ 西太后のアンチエイジングレシピ

一般 935.7 ワ 世界しあわせ紀行 特色ある 159 ア 執事のダンドリ手帳　－やるべきことがみるみる片づく！－

文庫 B913.6 ア 夢であいましょう 児童 933 ハ ジョシュア･ファイル　１～10

新着図書一覧表

リウ

むぎ

有川　浩

白石　一文

高殿　円

山本　兼一

藤原　正彦

ジョン・ル・カレ

中島　要

磯田　道史

高橋　みどり

カネシゲ　タカシ

エリック・ワイナー

赤川　次郎

松成　真理子

福辻　鋭記

ゲオルグ・ハレンスレーベン

武田　美穂

竹田津　実

竹田　出雲ほか

竹中　淑子ほか

窪　美澄

橋本　紡

辻堂　魁

阪口　珠未

春

さくら

幸

眠眠
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由布市無料相談のお知らせ 
【行政相談】担当：行政相談委員
●国の行政全般に関する要望やお困りごと
はさま未来館　２月 2日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　２月 1日㈮ 午前９時～正午
湯布院庁舎　　２月20日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
●土地の境界等、不動産全般に関すること（電話
相談可能）
庄内庁舎　　２月 4日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
●登記、相続、金銭トラブル等法律に関すること
挾間庁舎　　２月12日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　２月20日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　２月 5日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
●遺産相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　２月15日㈮ 午後１時～午後４時
庄内庁舎　　２月 8日㈮ 午後１時～午後４時
湯布院庁舎　２月 1日㈮ 午後１時～午後４時
問い合わせ　総務課総務係　
☎097－582－1111(内線205)

２月は
「相続登記はお済みですか月間」です

期間　２月１日～２月28日
　　 （土日・祝日はお休み）
相談窓口　各司法書士事務所
相談内容　遺産分割、遺言、相続分など相続にま
つわる問題と登記手続き
※期間中の相談は無料です。
問い合わせ　大分県司法書士会
☎097－532－7579

みんなのひろば みんなのひろば●

HOT LINE HOT LINE 

由布市総務課 
 ☎097-582-1111 内線206

相　談

無料労働なんでも相談会
　パートの有給休暇・賃金未払い・雇用保険の問
題・長時間労働・パワハラの被害・突然の解雇・
退職強要など
日時　２月７日㈭ 午前11時～午後３時
　　　※予約不要
相談場所　湯布院コミュニティセンター学習室
問い合わせ　大分県労政・相談情報センター
☎097－532－3040

こころの相談日
●日時　１月25日㈮ 午前10時～正午(要予約)
　相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部 ☎097－582－0660
●日時　２月15日㈮（要予約）
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
　相談場所・問い合わせ　挾間健康センター
　☎097－583－1111（内線2120）

市民公開講座
日時　２月２日㈯ 午後１時30分～午後４時30分
場所　コンパルホール ３階（大分市府内町）
内容　がんとストレスマネージメント(受講無料)
問い合わせ
大分大学医学部創薬育薬医療コミュニケーション
☎097－586－6196

点訳・音訳講習会
　視覚障がい者が利用する点字・録音図書の製作
などに協力していただくボランティアの養成講習
会です。受講料は無料です。
開催日時

【点訳】毎週金曜日【音訳】毎週火曜日
いずれも４月から１年間、午前10時～正午
開催場所 　大分県点字図書館(大分市中島東)
応募条件 　原則として、講習会を毎回受講でき
る人。パソコンをお持ちで簡単な操作ができる人。
講習会終了後は、点字図書館における点字図書や
録音図書の製作に協力できる人。
申込期限 　２月15日㈮
申込方法 　講習会名、住所、氏名、年齢、電話
番号を記入し、往復はがきで申し込んでください。
申込先・問い合わせ
大分県点字図書館（大分市中島東１－２－28）
☎097－538－0399

教室・講座
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みんなのひろば みんなのひろば●

産業別最低賃金が変わりました
　産業別最低賃金は、地域別最低賃金(653円)と
は別に、県内の特定の産業について適用される最
低賃金です。清掃・片付けの業務に主に従事され
る方、18歳未満または65歳以上の方など一部の
方を除き、次の金額以上の賃金を払わなければな
りません。

業　種 最低賃金額（1 時間） 

鉄鋼業 788 円
非鉄金属製造業 782 円
電子部品・デバイス・電子回路電気
機器器具、情報通信機械器具製造業 713 円

自動車・同附属品製造業、船舶製造・
修理業，舶用機関製造業 763 円

各種商品小売業 691 円
自動車 ( 新車 ) 小売業 723 円
詳細はお問い合わせください。
問い合わせ
大分労働局賃金室　☎097－536－3215

めじろん共創応援基金
設立記念シンポジウム
日時　１月25日㈮ 午後１時～午後５時
場所　アイネス２階大会議室(大分市東春日町１−１)
内容　ファンドレイジングフォーラム・シンポジウム
対象　社会貢献活動に関心のある企業・団体・個人
講師　日本ファンドレイジング協会 事務局長 徳永
洋子氏、東京おもちゃ美術館 館長 多田千尋氏他
申込先・問い合わせ
一般財団法人おおいた共創基金
☎097－556－3116
大分県消費生活・男女共同参画プラザ県民活動支援室
☎097－534－2052

「庄内町の里道ウオーク」のご案内（小雨決行）
　庄内町の里道を一緒に歩きませんか。健康な身
体作りを目指して、庄内庁舎付近の里道をゆっく
り歩きます。
日時　２月３日㈰ 午前９時30分集合・出発
集合場所　市役所庄内庁舎　駐車場
持参する物　帽子、水筒、雨具、タオル等
参加費　一般：200円（スポーツ保険等）
　　　　会員：100円
問い合わせ
由布高原ウオーキング協会事務局　竹田
☎0977－84－2850

大分県立聾学校幼稚部入学者募集
募集期間　２月４日㈪～２月15日㈮
午前９時～午後４時（土日・祝日をのぞく）
郵送の場合は書留でお送りください。
入学希望者には、２月下旬に面接を行います。
詳しくは教頭の首藤までお問い合わせください。
申込先・問い合わせ
大分県立聾学校（大分市東大道２丁目５－12）
☎097－543－2047
FAX097－546－2111

大分県立盲学校幼稚部入学者募集
出願期間　２月４日㈪～２月15日㈮
入学希望者面談　２月18日㈪～２月28日㈭の中
の１時間程度
詳しくは教頭までお問い合わせください。
申込先・問い合わせ　大分県立盲学校
（大分市金池町３丁目１番75号）
☎097－532－2638
FAX097－532－2636

大分県立盲学校高等部生徒募集
　高等学校（普通科）に準ずる教育、知的障がい
教育特別支援学校に準ずる教育、または「あん
摩・はり・きゅう師」を目指す職業教育を行いま
す。
出願期間　２月18日㈪～２月22日㈮
面接・適性検査　３月５日㈫
学力検査　３月12日㈫
詳しくはお問い合わせください。
申込先・問い合わせ　大分県立盲学校教務係
（大分市金池町３丁目１番75号）
☎097－532－2638
FAX097－532－2636

田北奨学会奨学生募集
　平成25年度の奨学生を募集します。
出願期間　２月４日
㈪～３月29日㈮
対象者　由布市庄内
町在住の方で、高校
生、短大、大学、専
門学校、大学院生。
詳細は事務局までお問い合わせください。
問い合わせ　田北奨学会事務局
☎097－582－1111（内線313）

募　集 お知らせ
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